
これからもご利用者の笑顔を沢山引き出せるようなチームケ
アに取り組んでいきます。
　　　　　　　東中野キングス・ガーデン　グループホーム

　この度、私は中島秀一理事長の後任として理事

長に就任することになりました。初代理事長の泉

田昭先生や中島秀一理事長の熱い思いとそのお働

きに敬意を表すと共に、それに倣いつつ私もその

職責を果たすべく、誠実に働きを進める多くのス

タッフと力を合わせて、この大切な働きに誠心誠

意向き合ってまいりたいと思います。　

　昨年キングス・ガーデン東京はブランド力を上

げるための取り組みを開始いたしました。

　その中で、「寄り添い、つながり、共に歩む」

をブランディング・メッセージとし、キングス・

ガーデン東京が、寄り添い、つながって、共に歩む、

地域共生の拠点となることを目指すことにしまし

た。

　そのためには、キリスト教の愛の精神をもって

利用者様を第一とし、地域とのつながりを大切に

しながら、誰もが尊く価値ある存在であり、お一

人おひとりを大切にする組織になることを目指し

たいと思います。

　先人から受け継がれている使命感と情熱をもっ

てこれからもキングス・ガーデン東京が「夕暮れ

時に光がある」場所となれるように励みますので、

今後とも何卒よろしくお願いいたします。

~ 地域共生の拠点～
人と寄り添い、人とつながり、人と歩む

社会福祉法人キングス・ガーデン東京　理事長　片山　信彦  
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その砂漠を主の園のようにする。そこには楽しみと喜び、感謝と歌声とがある。

キングス・ガーデン東京ニュース
寄り添い  つながり  共に歩む



　私は練馬キングス ・ ガーンデンで 「心の時間」 が毎

日持たれるようになった頃からメッセージを語らせていた

だいております。 そのなかで私自身もいろいろと学ばせ

ていただきました。 たとえば、 最初は紙芝居を持って

行ったりギターを持って行ったり試行錯誤をしてきたわ

けですが、ほとんどの入所者の方々が目や耳が弱くなっ

ているわけですから、 紙芝居を持って行ってもあまり意

味がないとわかりました。 それで、 なるべく大きな声で

はっきりとしゃべることと、 強調したいことを一つだけに

絞ってポイントがズレないようにすることなどを心がけて

います。

　ところで、 私が牧会している教会では土曜日に未信

者の子どもたちへの伝道をしていて、 現在数名の子ど

もたちが毎週来ています。 子どもたちと接していて思う

ことは、 キリストがおこなった奇跡や復活を語った時に

も、 その事実が子どもたちの心の中に素直に入ってい

くことを感じています。たとえ親がクリスチャンでなくても、

小学生の４年生ぐらいまでは神の全能や万物の創造な

どがわりとすんなりと心に入っていくような気がしていま

す。

　「人が年をとると子ども返りすることがある」 と言われま

す。 理性で自制している機能が弱くなって子どものよう

にわがままを言ったり、 ささいなことで喧嘩をすることな

どを意味する言葉だと思います。 しかし、 そのようなマ

イナスなことだけではなく、 変に理屈っぽいところがなく

なるような人もいます。私の知り合いの人で、高齢になっ

てすこし認知症的な症状が出てきましたが、 一方的に

しゃべるような傾向が抑えられておとなしくなった人がい

ます。高齢になればなるほど理解力も弱くなりますから、

神様のことを語った時にすべてを理解することは難しい

かもしれませんが、 語ったことが素直に心に入る傾向も

出てくることがあると思っています。 キングス ・ ガーデン

に入所されている方々もいろいろなタイプの人がいるよう

に思いますが、 反発心や批判力が抑えられて、 神様

の恵みについて理解できることが心に届いていると信じ

て奉仕させていただいています。

　また、 子どもが理性で人の言葉を判断しているのでは

なく感覚的に判断しているように、 高齢者の中で理性

的部分が弱くなった人は感覚的に人を判断するようにな

ると思います。 つまり、 そのような人は目のまえの人が

優しい人なのか怖い人なのか、 親切な人なのかそうで

ないのか、 信頼できる人なのか危険な人なのかを感覚

で判断しながら生活しているのではないでしょうか。 キ

ングス ・ ガーデンで毎日お仕事をされている方々は、

そのような人たちを前に本当に大変な働きをしておられ

ると思います。 私は月一回短い時間そこにいるだけで

すが、 感覚を通して自分の言葉は判断されていると思

いながら語らせていただいています。 感覚で判断され

る場合、 なるべく明るく元気な言葉で、 しかもわかりや

すく丁寧に語る必要があると思いますが、 私たちはみ

んな神様のまえに大事な存在なんだということを前提と

して、 父なる神様と神の御子イエス様の救いと恵みを

語っていきたいと思っています。

~Message~
「高齢者と子ども」

池田尚広
（当法人協力牧師）

大泉聖書教会牧師



「ベンチが綺麗に生まれ変わりました！」

　塗装がはがれ、色あせていたベンチが綺麗に生まれ変わりました！
「（株）光が丘美装」の職人の皆さんがボランティアとして塗装して下
さいました。
　細部までとても丁寧に仕上げて下
さり、職人技の素晴らしさを感じま
す。ご協力下さった皆様に感謝いた
します。【中庭エデン】

「出前！大好物のチカラ！」　
　先日、出前をとりました。以前より召し上がる量が少なくなっ
てきた中、今後の生活・時間を考え、ご自分のお好きな物を召し
上がって頂こうと、お寿司のチラシをお見せすると「これが食べ
たいねぇ」と・・。食べやすい大きさにカットし、お出しすると、
ペロリと 6貫を完食！
　食に対する、意欲・大好物のチカラ！そして召し上がられてい
る時の良い表情。改めて、好きな物を食べることの楽しさ・大切
さを考えさせられ、職員も驚きとともに、嬉しさを一緒に味わわ
せて頂きました。【特別養護老人ホーム】

「フリフリグッパー体操」

　フリフリグッパーとは、音楽に合わせて脳や身体を動かす脳
フィットネス体操のこと。認知症予防推進員の会「居場所づくり
グループ」の方々を講師に、氷川台地域にお住まいの方などにお
声かけし、ケアカフェ事業の一環として 4 月からスタートしまし
た（2ヶ月に 1回予定）。
　次回は 8月 21 日（水）14：30－15：45、氷川台地区区民館　（氷
川台 2-16-14）。近隣の方も少し離れたところの方も、皆様と一
緒に楽しく身体を動かしませんか？【地域包括支援センター】

「梅の実収穫」

　職員が木に登り「下で受け
取るから、どんどん落として
良いわよ」と楽しく会話しな
がらの収穫となりました。
　「青い梅の実は食べちゃいか
んよ！！」とアドバイスも頂
きながら、約 5、5ｋｇの梅の
実が収穫できました。
【デイサービス】

～最期まで自分らしく、ありのままで～

練馬キングス ・ ガーデン



　　天ぷら 　　コロッケ

　　お　茶 裁　縫

小規模多機能とは

　要介護状態になっても、その方の状況に合わせて柔軟に対応し、自宅での暮らしを続

けていきたいという願いを叶える事ができるのが小規模多機能居宅介護です。

　しかし、「何でもやらなくちゃいけないなんて職員は大変じゃない？」と言われるこ

とがよくあります。

　大変なことももちろんありますが、私たちの経験を活かしたケアにより生活を続ける

ことができる方がおられる、また、そのご家族の支援にも繋がっている。そのような実

感がやりがいにつながっています。ぜひ、このような魅力的な事業で一緒に働いていき

たいという職員を募集しております。

～ありのままの自分でいられる場所～

東中野キングス ・ ガーデン

運営推進会議に来られた方にお茶でおもてなし 　裁縫は得意です！

みんなで昼食のコロッケづくり良い色に揚がっています。



○デイサービス
　目標は、「平成つつじ公園」までの 700m×2 の
道のりを歩く！
　その為に、体操、室内散歩から始まり、屋上散歩、
近所の公園や総合運動場までと徐々に距離を延ば
し、おしゃべりとジュースと休憩は欠かせず楽し
みながらトレーニングをしてきました。そして、
ついに目標達成！この日は満開のつつじを楽しま
れ「ただいま～」と笑顔で帰園。いつも感じるの
は外散歩から戻られたときの表情がキラキラされ
ている事。その理由をお聞きすると「みなさん
と一緒に行けた事が嬉しいのよ」「私たちはい
つもキラキラしてんの」「外は気持ち良い」か
らだそうです。これからも、ご利用者さまお
一人おひとりが輝ける場・できる場が増える
お手伝いをしていきたいです。

○ショートステイ
　新入職員研修期間中にショートステイのご利用者と短い時間で
仲を深めるため、桜を見に近くの石神井川沿い、練馬総合グラン
ドの方まで歩いていきました。この日は桜が満開でとても見ごろ
の時期でした。桜を見たご利用者は「とてもキレイね～」と笑顔
でおっしゃっていました。帰った後も、多少の疲れは見えたもの
の、嬉しそうに見た桜についてご利用者同士でお話をしていたの
で良かったなと思いました。
　ショートステイに配属されてまだ１ヶ月。ご利用者とどのよう
に深く関わっていけるか、今後の課題だと感じたので先輩職員を
見て、頑張っていきたいです。

○従来型特養
　５月のイベントとして運動会を行いました。西町 2-1 のリビ
ングを活用し紅組・白組に分かれて戦いました。競技は風船・
パン食い・あめ食いリレー・借り物競争・玉入れの 5 種目を行
いましたが、ご入居者だけでなく職員も一緒に参加することで
笑いも多く生まれ、にぎやかな運動会になりました。
　その他にも運動会らしい装飾や BGM を流すことでより一層
盛り上がっていたように感じました。初めての試みで不安も
あったのですが、皆さま積極的に参加され楽しまれたご様子で
した。

○ユニット型特養
　当施設には 6つの委員会があり、その中にレクリエーショ
ン委員会というものがあります。今回はレクリエーション委
員会の企画により、昼食をバイキング形式でお出しするとい
う試みをしました。
　ショートステイのご利用者も含めると 100 名超の方がお
られますので、ユニット毎に3日に分けて行いました。ユニッ
トを離れ、1 階でお食事をお出しすること自体も初めてでし
たし、入居者の皆様にも「お代わり自由」は新鮮だったかも
しれません。初めてのことだらけで大変なこともありました
が、ご入居者、ご家族、職員共に楽しい時間を過ごしました。

つながる丘～今までとこれからに、出会いに、希望に～

練馬の丘キングス ・ ガーデン



　４月１日 ( 月 )17:15 から練馬の丘キングス・ガーデンで、今年度の辞令交付式を行いました。
４名の新卒採用職員を含む３施設合同で 85 名ほどの職員が参加し、「寄り添い つながり 共に歩
む」を合言葉に新年度のよいスタートの時となりました。「より広く 地域とつながり 愛を伝える」
（＝理念の拡大と進展）を目指します。
　前半は法人の理念に関する園内研修、今年度の事業計画のポイント確認を経て、辞令交付や表
彰等を行いました。途中ティータイムの交わりを挟み、後半は自らの部署の魅力をアピールする
３施設チーム対抗のプレゼン大会を行い、とても和やかな雰囲気の中で閉会となりました。この

５年間で施設が３つとなり、法人全体の職員
数も 200 名を超えています。職種・職務内容・
勤務時間帯等が異なる職員の一体感を少しで
も確かなものにしていく為には、このような
場はとても大切です。
　高い理念を掲げていても、人の為す業ゆえ
に現実的にはたくさんの問題・課題がありま
す。しかし、「問題があることが問題ではなく、
問題をどう解決するかが問題である」という
初代理事長の言葉を思い起こします。多種多
様な職員がいるからこそ、『「人は誰でも宝」
の組織』なのであり、多様性の中での一致が
大きな力を生み出すことを信じて、今年度の
各事業を進めています。

【練馬の丘キングス・ガーデン】４月１日（月）午後
2019 年度 キングス・ガーデン東京 辞令交付式

　先日、第３回目の食堂が行われ約 17 名の地域の方、子どもたちが参加されました。開始当初、
きんぐす食堂は地域の子どもたちを対象とした『子ども食堂』としてオープンしたのですが、高齢
者の方にもニーズがあるならと、近隣の地域包括支援センターへも声をかけさせて頂き、お一人暮
らしの高齢者や、近隣に住まわれている高齢者ご夫婦など地域に住んでいらっしゃる高齢者の方も
足を運んでくださるようになりました。また子ども達は前回参加してくれた子が友達に宣伝してく
れた事もあり、回数を重ねるごとに子どもの参加人数が増え、子ども達の雰囲気を見ると、きんぐ
す食堂が彼らにとって勝手知ったる場所になっている
印象を受けました。
　地域の方々に向けた取り組みですが、当施設の入居
者が盛り付けを手伝い、子ども達と笑顔で関わってい
る姿や、ご家族と夕食を共に食べている姿が見られる
のは高齢者施設が行っている特色かもしれません。
　社会福祉法人が運営している高齢者施設の地域貢献
活動としての役割がきんぐす食堂にはあります。施設
や既存の設備などの資源を活用し、高齢者・障がい者・
子どもなど地域住民にとっての地域の拠点の一つとな
り、コミュニティカフェのような場所に自然となって
いくのかもしれません。

【練馬の丘キングス・ガーデン】５月 24日（金）午後
練馬の丘「きんぐす食堂」

キングス・ガーデン東京では「地域に支えられ、地域に仕える」
の理念のもと、“住み慣れた地域” で自分らしい生活が継続出来
るよう、地域の皆様との交流を大切に、共に生きる地域づくりに
取り組んでいます。

地域と共に
～ community station ～



　５月の晴れた日、屋上庭園の命名記念パーティーを行いました。公募のうえ決定したのは、
「Queen’ s Garden」。このお写真はその時の一枚です。長年連れ添ってきたお二人だけが醸し
出せる空気に満ちた、幸せな一枚ではないでしょうか。
　私たちが日々のケアやサービスとして提供できるものには、正直限度があります。なんでも、
どこまでも、という訳にはいかないのが事実です。私たち自身、そのことがもどかしく感じ
ることもありますし、時にはご家族から厳しいお言葉を頂戴することもあります。
　そのような中で私たちが忘れては
ならないと思うのは、皆様が何十年
と積み重ねてきた人生のなかで、こ
こに生活の場を移されてからも、皆
様の人生は今も継続しているという
こと。何ものとも分断されることな
く、一人の生活者としてここで暮ら
しておられるという視点です。その
人生の幸せな時間も、大変な時期も、
ご家族と共に乗り越えて育んできて、
それは今も継続しているということ
です。当たり前のことではあります
が、それを当たり前のことと思える
生活が実現できるように、日々努め
てまいりたいと思っています。

「日々の一枚」【練馬の丘キングス・ガーデン】

　昨年から練馬キングス・ガーデンのデイサービスでボランティアをされています。10 名程のメ
ンバーで、ギターやハンドベルの演奏にのせて童謡や懐かしの歌をご利用者と一緒に歌ったり、
踊りや紙芝居の披露、体操等、賑やかでバラエティに富んだプログラムを展開して下さっていま
す。　
　メンバーの皆様は「地域の為に何でもお手伝いしたい」という思いから、練馬区のデイサービ
スや様々なイベントで活動されています。「だんだん」という名前の由来は、一人一人が団結す
ることの「だん」と、地域の人々を気にかけることから生まれる暖かさの「だん」。「だんだん広がる、
つながる」という意味も込められています。
　何よりもご利用者が楽しめることを第一として下さっている皆様。活動の中で喜びを感じられ
るのは、ご利用者が笑顔でよく歌われる姿を見られること。また、ご利用者の中には前回の来園
を覚えていて下さった方がおられたとか。
　ご利用者の方から「また来てくれてありがとう」と声を掛けて下さるのは、ボランティアの方

にとってとても嬉しく、
やりがいを感じる瞬間と
言えるでしょう。地域の
様々な方が集い、共に笑
い、幸せなひと時を過ご
せるような交流の場とし
て、練馬キングス・ガー
デンが広く用いられてい
くことを願っております。

ボランティアの紹介　「地域応援隊だんだん」の皆様【練馬キングス・ガーデン】

多くのサポーターの方（ボランティア、地域の方、
利用者ご家族など）が支援してくださっています。
今回はボランティア、ご家族の声を紹介いたします。サポーターの皆様より

～ voice ～



情に棹させ
ば流される。
智に働けば
角が立つ。

山路を登りながら
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編集後記：今号では、リニューアルしたパンフレット

のデータを一部を活用しました。

　現在、人材確保が一番の課題です。2020 年卒、中途

採用の方も合わせて募集中。詳しくは別紙「求人情報」、

ホームページをご覧ください。

インフォメーション

パンフレット

リニューアル 

これまでなかった法人の
パンフレット、このたび
ブランドメッセージ、各
施設パンフレットの刷新
に合わせて完成しました。
ご希望の方に差し上げま
す。

今秋、シンポジウム

開催決定！

11 月 10 日（日）予定
「” 認知症” を地域で生き
る。」をテーマに、練馬の
丘キングス・ガーデンに
て。ＶＲ認知症体験など。


